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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

充実したサポート体制！ 
子供たちが安心安全に過ごせる空間作り

青森県外ヶ浜町

外ヶ浜町放課後子どもプラン運営委員会
（蟹っ子教室実行委員会）による活動

蟹田小学校

　

　

	

放課後
子供教室

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 年間開催日数	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 21 人	 26 日	 有	 無	 無	 無
	 　	 実　施　場　所	 開始年度	 放課後児童クラブとの連携
	 	 学童教室	 19 年度	 連携なし

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

○�外ヶ浜町の放課後子ども教室は平成19年度に開始となり、今年で既に９年目に入っている。放課後児童クラブの設置はない
ものの、平成22年度からは、町独自の事業として『学童教室』を開催し、放課後子ども教室とのコラボレーションを実現させ、
全てのプログラムを合同で行っており、保護者から大きな支持を得ている。
〇�平成26年４月にはその保護者のみなさんと地域住民の方々を中心にして、学童教室を支援する『サポートの会』が組織され、
放課後子ども教室のコーディネーターや学童教室スタッフらと一体となった活動に取り組み大きな成果をあげている。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
○�各体験教室
　�屋内だけにとどまらず、積極的に屋外へ出て、町内外のレジャー資源等を活用して、普段できない様々な体験活動を行っている。（例：しじ
み採り体験：五所川原市十三湖、ボーリング大会：青森市内等）。
○�工作・ものづくり教室
　�単に“作らせる”のではなく目的を持たせて制作活動をさせ、さらに「町民文化祭」や「公民館まつり」において、作品を展示する場を設定している。
多くの町民の方々に作品を見てもらい喜んでもらうことにより、もの作りの楽しさや達成感を得ることにつなげている。

【実施に当たっての工夫】
〇学校との連携
　�年間２回開催している放課後子どもプラン運営委員会には、外ヶ浜町
で放課後子ども教室を開設している三つの小学校の教頭が委員として
参加するなど、子ども教室の運営に当たって、学校との連携が円滑に
行われるように進めている。
○スタッフの連携
　�プログラムについては、子ども教室のコーディネーター及び学童教室
のスタッフが、運営委員会で学校側の意見を参考にして、子供たちの
実態や時期等を考慮した上で合議によって決定している。
○多彩なプログラム
　�参加する子供たちだけではなく、大人であるスタッフやボランティア
の方々も楽しめるような多彩なプログラムを構築し、子供同士、ある
いは子供と大人、大人同士の交流もできるように工夫が図られている。

■事業を実施して
○�参加する子供たちが、スタッフだけでなく多くの地域住民ボランティ
アと接することにより、子供たちは様々な体験ができ、地域住民は地
域ぐるみで事業展開する力が増してきた。
○�少子化により児童数は減少する一方だが、子ども教室に参加する児童
はむしろ増えている。各家庭での放課後対策の必要性が強く感じられ
る。今後も、子供たちと保護者のために魅力あるプログラムを展開し
ていきたい。
○�中央公民館を主会場とすることにより、中央公民館が町民にとって一
層親しみやすい場所となり、同会場で行われる各種行事への来館者増
につながり、活性化が図られた。

■その他
　平成27年度からは、町内にある他の二つの子ども教室（平舘：やませっ
子教室、三厩：三厩子ども教室)とのコラボレーション事業も展開してお
り、町内全域の放課後対策の連携・情報交換にも力を入れている。
■

■ 　

十三湖でのシジミ採り体験

町民文化祭の出展に向けて「北海道新幹線のジオラマ作り」


